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秀

孝

元
代
以
降
、
中
国
禅
林
に
て
ほ
と
ん
ど
重
視
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
虚

堂
智
愚

(
一
一
八
五
ー

一
二
六
九
)
の
評
価

の
中
で
、
た
だ

一
つ
ひ
と
き

わ
注
目
を

引
く

一
段
に
、
明

の
万
暦
四
二
年

(
一
六
四

一
)
編
纂

『
補

続
高
僧
伝
』
巻

一
一
「
虚
堂
愚
伝
」
の
次
の
記
載
が
あ
る
。

先
レ是
高
麗
国
王
請
二師
於
彼
国
一説
法
八
載
還
山
、
問
法
弟
子
随
侍
千
指
。

至
二我
明
嘉
靖
間
噛
高
麗
尚
遣
二法
嗣
一来
レ此
掃
レ塔
云
、
彼
国
法
道
甚
盛
焉
。

後
世

の
中
国
諸
燈
史
は

一
様
に
こ
れ
を
受
け
て

い
る
。
だ
が
、
『虚
堂

録
』
巻
末
附

「
行
状
」
に
は
八
年
間
に
及
ぶ
高
麗
国
行
化
の
事
は
何
ら

認
め
が
た
く
、

そ
の
出
拠
を
定
か
に
し
え
な
い
。
で
は
、
明
の
嘉
靖
年

間

(
一
五
二
ニ
ー

一
五
六
六
)
に
高
麗
国
の
法
孫
が
径
山
に
虚
堂

の
墓
塔

天
沢
庵
を
拝
登
し
た
と
い
う
記
事
は
い
か
に
理
解
す
べ
き
か
。
虚
堂
の

下
に
は
高
麗
の
禅
僧
も
参
学
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
門
流
が
後

に
高
麗
国
中
に
隆
盛
し
た
事
実
は
見
い
出
し
が
た
い
。
こ
れ
を
南
浦
紹

明

(
一
二
三
五
-

一
三
〇
八
)
に
よ
っ
て
日
本
禅
林
に
導
入
さ
れ
た
虚
堂

の
法
統

(大
応
派
)
の
誤
り
と
み
た
ら

ど
う
か
。
戦
国
末
期
、
五
山

の

権
威
は
薄
れ
、
永
平
下
の
曹
洞
宗
と
大
応
派
の
臨
済
宗
は
林
下
の
大
門

派
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
渡
明
し
た
大
応
派
の
禅
僧
が

問
題
と
な
る
が
、

い
ま
は
こ
れ
を
定
か
に
し
え
な
い
。

虚
堂
は
高
麗
や
日
本
に
渡
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
よ
う
や
く
頻
繁

に
な
り
出
し
た
日
宋
間
の
禅
僧

の
往
来
を
通
し

て
、
初
期
の
日
本
禅
林

に
深

い
関
わ
り
を
持

つ
。
た
だ
前
半
生
に
お
い
て
は
、
古
く
参
学
期
に

永
平
道
元

(
一
二
〇
〇
1

一
二
五
三
)
と
の
擦
れ
違
い
が
注
目
を
引
く
程

度
で
、
文
献
上
見
い
出
し
え
な
い
。
そ
の
関
係

は
ま
さ
に
彼
の
無
準
師

範

(
=

七
七
ー

一
二
四
九
)
の
示
寂
と
と
も
に
始
ま
る
。

い
っ
た
い
師

範
は
多
く
の
日
本
僧
や
来
日
僧
を
育
成
し
て
日
本
禅
宗
史
上
に
も
不
動

の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
だ
が
師
範
を
失

っ
て
、
次
の
世
代
の
入
宋
求
法

僧
の
参
学
対
象
が
動
揺
す
る
。
新
た
に
こ
れ
に
匹
敵
し
え
る
人
物
の
散

策
に
乗
り
出
す
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
師
範
示
寂

と
同

じ
淳
祐
九
年

(
一

二
四
九
)
、
虚
堂
は
婆
州

(漸
江
省
)
雲
黄
山
宝
林
禅
寺

を
退
き
、
杭
州

霊
隠
寺
の
松
源
塔
下

(鷲
峰
庵
)
に
隠
閑
、
実

に
八
年

も
の
間
、
世
縁

を
杜
絶
す
る
。
そ
れ
は
蒙
古
の
侵
入
な
ど
強
憲

の
…難
に
遭
遇
し
た
為
と

い
う
が
、
裏
に
官
僚
と
の
不
和
が
あ
り
、
禅
者

の
貴
族
化
、
官
僚
化

へ

虚
堂
智
愚

と
日
本
僧

(
佐

藤
)
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)

の
憤
り
も
込
め
ら
れ
て
い
た
。
極
め
て
孤
高

な
隠
閑

で
あ

っ
た
ら
し

く
、
に
わ
か
に
立
場
が
高
揚
し
、
慕
う
人
々
が
参
集
す
る
。
そ
の
始
め

は
霊
隠
寺

の
大
川
普
済

(
=

七
九
i

一
二
五
三
)
の
下
で

『
五
燈
会
元
』

を
編
し
た
雪
蓬
慧
明
、
続

い
て
石
林
行
輩

(
一
二
二
〇
1

一
二
八
○
)
・

泳
谷
衛

(1

一
二
六
七
)
・
横
川
如
瑛

(
=

三

二
ー

一
二
八
九
)
ら
法
従

弟
が
祖
塔
を
守
る
虚
堂
を
訪
い
、
無
準
下
の
末
弟
た
る
無
学
祖
元

(
一

二
二
六
-

一
二
八
六
)
も
こ
の
時
期
に
虚
堂
の
接
化
で
よ
り
円
熟
し
、
常

に

「老
虚
堂
」
と
尊
称
し
て
い
る
。
ま
た
普
済
の
後
席
を
継
ぐ
曹
洞
宗

の
東
谷
妙
光

(1

一
二
五
三
)
が
虚
堂
に
立
僧
普
説
を
請
う
な
ど
、

こ
の

時
期
を
契
機
に
虚
堂
は
禅
林
の
第

一
人
者

へ
の
道
を
歩
む
の
で
あ
り
、

日
本
僧
の
来
参
を
も
招
く
こ
と
に
な
る
。

虚
堂
に
参
じ
た
最
初
の
日
本
僧
と
し
て
、
そ
の
可
能
性

の
存
す
る
の

は
無
本
覚
心

(
一
二
〇
七
-
一
二
九
八
)
で
あ

る
。
た
だ

「
法
燈
国
師
行

実
年
譜
」
な
ど
諸
伝
は
こ
れ
を
伝
え
ず
、
『本
朝
高
僧
伝
』
巻
二
〇

の

み
が
帰
国
に
際
し
て
婆
州
宝
林
寺
に
虚
堂
を
訪
ね
た
と
す
る
。

こ
れ
は

お
そ
ら
く
編
者
卍
元
師
蛮

(
一
六
二
六
-

一
七

一
〇
)
が

『
虚
堂
録
』
巻

四
の

「
示
二日
本
国
心
禅
人
-」
を
基
に
付
加
し
た
記
述
と
み
ら
れ
る
。

ち
な
み
に

『
虚
堂
録
』
の
古
註
は
心
禅
人
を
大
川
下
と
さ
れ
る
海
月
明

心
な
る
人
物
に
当
て
て
い
る
が
、
な
お
曖
昧
で
あ
る
。
た
だ
宝
祐
二
年

(
一
二
五
四
)
帰
国
の
直
前
と
す
る
な
ら
、
婆
州

で
は
な
く
杭
州
霊
隠

寺
の
鷲
峰
庵
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
覚
心

の
師
無
門
慧
開

(
=

八

三
-

一
二
六
〇
)
と
虚
堂
は
文
献
上
、
直
接
の
関
わ
り
は
な
い
も
の
の
、

『
無
門
関
』
と
松
源
崇
岳

(
一
二
三

一1

一
二
〇
二
)
の
関
連

や
、
慧
開

の
住
地
護
国
寺
が
同
じ
杭
州
に
あ
り
、
慧
開
下
の
無
伝
祖
が
虚
堂
に
参

じ
て
お
り
、
ま
た
鷲
峰
庵
が
の
ち
の
由
良
興
国
寺
の
山
号
鷲
峰
山
と

一

致
す
る
こ
と
な
ど
よ
り
、
覚
心
の
来
訪
は
十
分

可
能
で
あ
る
。

こ
の
後
、
虚
堂
は
阿
育
王
山
の
住
持
に
就
く
が
、
宰
相
呉
潜
と
の
不

和
で
育
王
を
追
わ

れ
、
東

山

・
金
文

山

(栢
巌
寺
)
・
雪
資

山
と
再
び

隠
閑
の
身
と
な
る
。
雪
貴
の
明
覚
塔
下
を
自
ら
の
終
焉
の
地
と
ま
で
定

め
て
、
学
人
接
化
に

一
層
の
拍
車
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
何
故

か
不
遇
な
虚
堂
の
下
に
日
本
僧
の
来
訪
参
学
が
続
い
て
い
る
。
紹
明
の

ほ
か
、
径
山
の
石
渓
心
月

(ー

一
二
五
六
)
の
法

を
嗣

い
だ
無
象
静
照

(
一
二
一二
四
ー
=
ご
〇
六
)
が
心
月
亡
き
後
、
明
覚
塔
下
に
虚
堂
の
提
衡

を
受
け
、
帰
国
に
際
し
て
も
虚
堂
を
浄
慈
寺
に
訪
う
て
い
る
。
ま
た
巨

山
志
源
も
虚
堂
に

「
日
本
源
侍
者
游
二
台
雁
こ

の
偶
頗
が
あ
り
、
雪
貴

閑
居
期
に
は
す
で
に
参
じ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、
浄
慈
寺
語
録
を
編

し
た
侍
者
至
源
を
こ
の
人
に
仮
定
し
得
る
。
虚
堂
の
法
を
嗣
い
で
帰
国

し
、
鎌
倉
禅
興
寺
に
住
し
、
無
学
祖
元
や

そ
の
法
嗣
規
庵
祖
円

(
一
二

六
一
ー
=
一=

三
)
と
交
遊
を
結
ん
で
い
る
。

ま
た
注
目
す
べ
き
は
建
長
寺

の
蘭
渓
道
隆

(
一
二
一
三
ー

一
二
七
八
)

の
門
人
の
来
訪
で
あ
る
。
虚
堂
に

「
示
二
日
本
智
光
禅
人
一」
の
偶
頗
が

存
す
る
こ
と
か
ら
、
か

つ
て
道
隆
の
鎌
倉
常
楽
寺
で
の
語
録
を
編
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
智
光
が
、
ほ
ぼ
志
源
と
同
じ
頃
に
虚
堂
に
謁
し
た
こ

と
が
窺
え
、

つ
い
で
道
隆

の
語
録
を
携
え
て
禅
忍
と
直
翁
智
侃

(
一
二
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四
五
-
一
三
二
二
)
が
入
宋
し
、
開
版
に
際
し
て
虚
堂
に
蹟
を
求
め
て
い

る
。
そ
の
開
版
に
は
虚
堂
下
の
東
州
惟
俊
も
天
台
山
万
年
寺
の
首
座
と

し
て
関
与
し
て
い
る
が
、
裏
に
か
な
り
の
人
間
関
係
が
姦
い
て
い
た
ら

し
く
、
智
侃
は
語
録
の
校
定
を
虚
堂
に
得
た
こ
と
で
、
帰
国
後
、
道
隆

の
激
怒
を
買
い
、
そ
の
門

を
離

れ

て
東
福
寺

の
円
爾

(
一
二
〇
ニ
ー

一

二
八
○
)
の
法
を
嗣
い
で
い
る
。
虚
堂
と
道
隆
と
の
問
に
何
ら

か
の
確

執
が
存
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
浄
慈
寺
入
寺
ま
も
な
い
時
期
に
は
、
わ
が
永
平
下
の
寒
巌
義

ヂ

(
一
二

一
七
-
一
三
〇
〇
)
が
道
元
の
語
録
を
携
え

て
入
宋
、
瑞
巌
寺

の
無
外
義
遠
の
校
定
を
得
て
蹟
を
虚
堂
に
求
め
て
い
る
。
来
訪
の
理
由

は
古
く
虚
堂
が
浄
慈
寺
の
長
翁
如
浄

(
=

六
一ごー

一
二
二
八
)
に
参
学

し
て
い
る
事
実
に
あ
る
ら
し
く
、

そ
の
帰
国
が
紹
明
と
同
じ
威
淳
三
年

(
一
二
六
七
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
義
ヂ
は
久
し
く
虚
堂

の
下

に
在

っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か

『延
宝
伝
燈
録
』
巻
六
に
寂
庵
上
昭

(
一
二
二
九
ー

一
三
一
六
)
が
紹
明

・
静
照

・
樵
谷
惟
倦

・
約
翁
徳
倹

(
一

二
四
四
ー

一
三
二
〇
)
ら
と
虚
堂
に
参
じ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
入
宋
時
期

か
ら
上
昭

・
惟
倦

の
訪
遊
は
可
能

で
あ
る
が
、
蘭
渓
下

の
徳
倹

の
場

合
、
虚
堂
寂
後
の
入
宋
ら
し
く
、

そ
の
参
学
は
認
め
が
た
い
。

晩
年
の
虚
堂
は
自
意
に
反
し
て
、
浄
慈
寺

・
径
山
と
勅
住
し
、
世
事

に
追
わ
れ
る
中
、
十
分
な
接
化
を
為
し
が
た
い
辛
い
毎
日
を
送

っ
て
い

る
。
そ
ん
な
晩
年
を
救
う
人
物

と
し

て
わ
が
南
浦
紹
明

の
入
宋
求
法

は
、
虚
堂

の
生
涯
で
見
過
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
為

し
て

い
る
。
い
っ
た
い
虚
堂
ほ
ど
南
宋

の
末
期
社
会

に
あ

っ
て
、
蒙
古
民
族

(元
)
の
南
下
を
目
前
に
し
、
仏
祖
道
の
履
践
と

王
室
官
僚
と

の
交
際

の
狭
間
に
苦
労
し
た
禅
者
も
希

で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
同
じ
松
源
下

の
道
隆
や
か
つ
て
の
参
師
如
浄

の
門
人
道
元
の
仏
法
が
日
本
に
盛
ん
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
虚
堂
が
、
ま
た
自
ら
の
法
門
の
隆
盛
を
日
本
に

願

っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
虚
堂
は
中
国
社
会
の
混
乱
と
は
別

次
元
の
日
本
僧
紹
明
と
の
超
遁
を
喜
び
、
自
ら
が
師
の
運
庵
普
巌
よ
り

受
け
た

「古
帆
未
掛
話
」
を
も

っ
て
紹
明
を
接
化
し
、
「
大
唐
国
裡
無
二

人
会
↓
又
却
乗
レ
流
過
二海
東

こ

の
偶
を
与
え
て

い
る
。
紹
明
を

日
中

を
超
え
て
評
価
し
た
偽
ら
ざ
る
心
情
で
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
。
紹
明
が

虚
堂
門
下
な
ど
中
国
僧
に
も

一
目
置
か

れ
て
い
た

こ
と
は
、
虚
堂

の

「
日
多
記
」
と
と
も
に
、
日
本

へ
の
期
待
を
込
め
て
送
ら
れ
た
四
三
人

の
別
れ
の
こ
と
ば

『
一
帆
風
』

一
篇
の
偶
碩
集
に
語
ら
れ
、
そ
の
序
は

成
淳
三
年
冬
に
若
渓

(漸
江
省
)
の
人
、
雪
蓬
慧
明
が
題
し
て

い
る
。

虚
堂
門
下
は
多
く
江
漸
の
禅
刹
に
住
し
て
い
る
が
、
最
晩
年

の
愛
弟
子

た
る
霊
石
如
芝

(
一
二
四
五
1

二
三
二
五
?
)
を
除

い
て
、
中
国
僧

で
禅

林
に
名
あ
る
後
継
者
は
育
た
ず
、

元
朝
に
入
る
と
松
源
下
の
本
流
は
古

林
清
茂

(
一
二
六
ニ
ー

一
三
二
九
)
な
ど
に
移
る
。
時
世
は
宗
風
を
左
右

す
る
。
あ
る
い
は
虚
堂
は
法
門
の
零
落
を
察
知

し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
る
に
日
本
で
は
紹
明

の
系
統

(大
応
派
)
が
=着
実
に
門
流

を
展
開
し
て
お
り
、
虚
堂
の
禅
は
ま
さ
に
海
東
を
過
ぎ
た
と
い
え
る
の

で
あ
る
。
〔註
略
〕

(曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
所
員
)

虚
堂
智
愚
と
日
本
僧

(
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)
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